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（8/28）神野会員（9/11）園田会員

『九州・沖縄を守るために』

川間信太郎様

（自衛隊大分地方協力本部本部⾧）

会員増強・新クラブ結成推進月間

 中村会員

●9月25日
定款第7条第1節に基づき例会取りやめ

●9月4日 全員協議会（当番クラブについて）

●配偶者誕生日

会⾧の時間
出席報告及び幹事報告

13:00

ロータリー情報 ●10月2日

◆今週のお祝い（8月21日）
●ビジター ナシ

国際ロータリー会⾧

第2720地区ガバナー

大分第4Gガバナー補佐

寛容な心で、ロータリーの未来、そして若者の未

来を考えよう。

大分城西ロータリークラブ
クラブスローガン「クラブを愛しましょう！ —共に 親睦と奉仕を—」

会⾧　伊東眞知子
幹事　石橋　春明

ステファニー A. アーチック

三村　彰吾

佐藤　憲幸

ロータリーソング「まわせ歯車」

●9月18日
ゲスト・ビジターの紹介 伊東眞知子 会⾧

水曜日 12:30～13:30
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TEL 097-532-0611  FAX 097-532-8386〒870-0021 大分市府内町ﾄｷﾊ会館4階事務局

◆本日のプログラム（8月21日）
12:30

地区スローガン

河野浩二

Eﾒｰﾙ

●8月28日

ゲスト 園田哲史

岩尾隆志

ビジター

oitajosairc@mist.ocn.ne.jp

編

集
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＜四つのテスト＞１．真実かどうか　２．みんなに公平か　３．好意と友情を深めるか　４．みんなのためになるかどうか

例会場

点鐘

2024-2025 No.1567

◆今後の例会予定

第6回例会 8月21日

城西マーケット

http://oitajosairotaryclub.com

ホテル日航大分ｵｱｼｽﾀﾜｰ

佐藤憲幸会員

 本日は、今年度初めての夜例会で、原田隆雄会員の新入会員歓迎例会です。

お仕事柄、原田会員は日本の美学に興味を持たれ、最近、茶の湯を習いに行き

始めたそうです。また、岡倉天心のことを学ばれているそうです。

本日は、原田会員に敬意を表して、その岡倉天心の話を少しだけ致します。

私は茶道を五十年以上続けていますが、岡倉天心はよく知りませんでしたので

天心の著書「茶の本」を早速取り寄せて読んでおります。

◆幹事報告（8月7日）

・来週8/14（水）は定款第7条第1節に基づき例会取りやめです。次回は8/21（水）12時半からの通常例会ですので、

お間違えのないようご確認お願いします。

招子
アキコ

夫人 8月25日

◆会⾧の時間（8月7日）　　　会⾧　伊東　眞知子

各 委 員 会
会 員 各 自

◆スマイルボックス（8月7日）◆ゲスト・ビジターの紹介（8月7日）
●ゲスト ナシ

●9月11日

●職業奉仕3分スピーチ

ガバナー公式訪問
定款第7条第1節に基づき例会取りやめ

会員卓話

R情報担当委員

伊東眞知子 会⾧
石橋春明 幹事

委員会報告



◆伊東年度第2回理事会議事録

第1号議案 今後のプログラムについて

8/7  新入会員親睦夜例会

8/14  定款第7条第1節に基づき休会 ※14日 山の日

8/21 【ゲスト卓話】「九州・沖縄を守るために」川間信太郎様（自衛隊大分地方協力本部 本部⾧）

   （紹介者：廣瀬会員）

8/28  城西マーケット第2回目（寺﨑会員、伊藤秀海会員、眞上会員）

8/28 三村ガバナー歓迎懇親会 18：30～ オアシス21階エトワール

9/4   当番クラブについて（佐藤憲幸会員）

9/11 【会員卓話】新入会員卓話（原田会員）

9/18  定款第7条第1節に基づき休会 ※16日 敬老の日

9/25  定款第7条第1節に基づき休会 ※23日 秋分の日

10/2  ガバナー公式訪問

10/9 【ゲスト卓話】人を大切にする経営 (株)鳥繁産業 鳥越繁一代表取締役社⾧

10/16 定款第7条第1節に基づき休会 ※14日 スポーツの日

10/20 稲刈り 日曜日(例会扱い)   ※10/23の例会変更

10/30 会員増強夜例会（上期）

第2号 議案 「おぎゃー献金」への協力について

予算＠1,000円×30名で献金を行う。

第3号議案 甲斐特別代表への週報送付について

甲斐特別代表より、週報を印刷して送付して欲しいとの要望があったことを理事会で協議し、毎月1回各月分をまとめ

て甲斐特別代表に郵送することとした。

その他

8/28は夜にもガバナー歓迎懇親会があるが、城西は当番クラブとなっているので

出来るだけ多くの会員が出席して頂き、また、2次会がクラブ三清で行われるので必要であれば受付などのご協力をお

願いします。

 著者は岡倉覚三となっておりますが、これは天心の本名です。１８６３生－１９１３没です。元越前藩士で生糸の輸

出を生業とする家の次男として、横浜に生まれました。そのような環境で英語を学び現在の東京大学に進み、日本美

術を研究していた、アーネスト・フェノロサというアメリカ人教授と出会います。語学に⾧けたフェノロサと天心

は、親睦を深め天心はフェノロサの右腕となります。フェノロサは天心を助手として、奈良の正倉院、法隆寺や京都

の大徳寺、東福寺などの文化財の研究調査を行っており、この時、二人は当時、廃仏毀釈で危機に瀕していた日本の

仏教美術の実際を目の当たりにし、その素晴らしさに衝撃を受けたのでした。天心はその後、西洋美術に圧迫され

て、衰退の一途を辿る日本美術の状況を憂い、日本美術再興の必要性を唱え、美術研究家として活動を行うようにな

りました。そうして、フェノロサと共に１８８９年、東京美術学校の開校に漕ぎつけます。現在の東京芸大の前身で

すね。その後中国に視察に行き、アジアの広大さや文明の奥深さを体感して帰国します。その後、東京美術学校を排

斥されましたが、英語力と人脈で、１９０４年ボストン美術館に迎え入れられたのです。このころ、天心は、茨城県

五浦(いづら)とアメリカでの二拠点生活を開始。こうした背景の中で、 まとめられたのが「THE Book of Tea」

(茶の本)です。「茶の本」は英語で発表された作品です。

明治期の日本人が英語で表した数少ない文献として、新渡戸稲造の「武士道」

と並んで重要視されています。又、日本の茶道文化を世界に知らしめた作品と

して、欧米を中心に高く評価されています。本日は、ご存じの方もそうでない

方にも、岡倉天心の人物像をお伝えしました。私も読み始めていますが、哲学

的でなかなか難しいです。しかし、５０年以上茶道を続けていますと、

その心は伝わって参ります。巻頭に、このような言葉がありました。「美を友として世を送った人のみが麗しい往生

をすることが出来る」と。これをもって芸術至上主義と申すのかもしれませんが、これからも時々、会⾧の時間で、

皆さんと紐解いていこうと思います。



原田隆雄様（株式会社 葵）の新入会員歓迎親睦夜例会を、19時より府内町のグリル・バル・カタラーナで行いまし

た。

（原田会員 入門クイズ）※答えは赤文字

  １ ペットを飼っている？：犬４匹 猫４匹 犬１匹猫３匹 飼っていない

２ 朝ごはんは何派？：ごはん パン 牛乳 食べない

３ 集めているもの？：本 トミカ レコード 時計

４ 学生時代は何部に所属していたか？：テニス 空手 野球 柔道

５ 今後旅行に行きたい国は？：ハワイ オーストラリア フィリピン ドイツ

６ どんな人と言われる？：家庭感がない  優しそう 怒ったら恐い 遊び人

７ 過去と未来どちらに行きたい？：過去 未来 どちらにも行きたくない

◆新入会員親睦夜例会


